





































(1) 書 者声（章） 都（端）、屠（定）、著（知）、諸（章）、署（常）
賞 尚声（常） 當（端）、堂（定）、掌（章）
(2) 舒 予声（以） 杼（澄）、野（以）、序（邪）、紓（船）
伸 申声（書） 神（船）、 （以）
(3) 恕 女声（娘） 女（娘）、汝（日）、怒（泥）
燒 堯声（疑） 僥（見）、暁（暁）、饒（日）
(4) 聲 殸声（渓） 馨（暁）、謦（渓）、罄（渓）
収 丩声（見） 叫（見）、糾（見）、荍（群）
(5) 身 身声（書） 　　　
手 手声（書） （徹母）
端 透 定 知 徹 澄 章 昌 常 書 船 以 邪
T 都 屠 著 褚 躇 者 署 書 × × ×
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（2）「舒」「伸」　　L-type 書母











こうしてみると「恕」は鼻音 *n- から中古書母 ś-[ɕ] へ音変化したものと考えるのが良いだろう。













端 透 定 知 徹 澄 章 昌 常 書 船 以 邪
L × × 杼 × 舒 紓 野 序
泥 日 書 透 徹 心












く認められている Baxter1992、鄭張尚芳2003、Baxter & Sagart 2011を例として挙げる（Baxter 
1992を挙げるのは近年の上古音研究の基礎となる研究成果と考えるからである）：
＊（Baxter1998:35-76以降）Baxter や Sagart は上古三等韻に *-j- を認めない。たとえば Sagart & 
Baxter 2011では「書」は *s-ta、「賞」は *s-tangʔ となる。鄭張2003、Starostin 1989等も上古三等





　【表3. 上古書母の推定音価～ Baxter1992、鄭張2003、Baxter & Sagart 2011 ～】
書母字 声符 Baxter1992 鄭張尚芳2003 Baxter&Sagart
(1)
書 者声（章） *stja *hlja *s-ta
賞 尚声（常） *stjangʔ *hjaŋʔ *s-tangʔ
(2)
舒 予声（以） *hlja *hlja *l̥a
伸 申声（書） *hljin *hlin *l̥in{*l̥i[n]}
(3)
恕 如声（日） *hnjas *hnjas *n̥a-s
燒 堯声（疑） *hngjew *hŋjew *ŋ˚ew{*[ŋ]ew}
(4)
聲 殸声（渓） *xjeng *qhjeŋ *l̥eŋ{*[l̥]eŋ}
収 丩声（見） *xjiw *qhljɯw *s-kiw
(5)
身 身声（書） *hljin *qhjin *n̥iŋ{*ni[ŋ]}
手 手声（書） *hjuʔ *hnjɯwʔ *n̥uʔ
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「書」を *stja とする（Baxter&Sagart2011は *s-ta）。一方、鄭張2003は「書」のように T-type 書
母と判断できるような諧声系列に所属する文字であっても *hlj- を考える。たとえば中古書母
















　N-type 書母について、Baxter1992と鄭張2003のいずれもが *hnj- や *hngj- と再構する（Baxter 
&Sagart2011は *n̥-,*ŋ˚-）。鄭張2003は中古書母「少」が中古明母「秒」「渺」「妙」等と諧声関係に




　また N-type 書母について、上記した（2）L-type 書母と同じように両氏が想定する実際の音価
には違いが見られる。Baxter1992:177は *hn-,*hng- を無声鼻音 [n̥],[ ŋ˚] とし、鄭張2003:109-110は無
Baxter1992 鄭張尚芳2003 Baxter&Sagart

























「身」を *hljin と再構する（13）。また「手」については *hjuʔ と再構する。Baxter1992: 203に拠ると、
この *hj- というのは一時的な措置ということである。鄭張2003では「身」を *qhjin と再構する。
「身」に *qh- を再構するのは諧声系列上に中古渓母「 」が見えるからであろう（14）。ただし「 」
が上古に既に存在していたかどうかについては疑問である。「手」について、鄭張2003は「 」
と「杻」の異文関係を根拠として *hnjɯwʔ と再構する（15）。いずれにせよ諧声系列上で他の声母




無声鼻音 h- 複声母 無声鼻音
Baxter1992 鄭張尚芳2003 Baxter&Sagart































身 *hljin *qhjin *n̥iŋ{*n̥i[ŋ]}
手 *hjuʔ *hnjɯwʔ *n̥uʔ
















れる「仁」が「 」と表記されるということは「身」も鼻音 *n- に由来する　　すなわち N-type
















































中では T-type に所属する文字と L-type に所属する文字は互いに通仮しないことから（野原
2009）、L-type「蹈」と通仮する「道」も L-type に由来すると考えられる（「道」*luʔ）。したがっ























　上述したように（２章）、鄭張2003は T-type 書母を認めていない。一方 Baxter1992は諧声系





文字は T-type であるから、この時点で「書」も T-type 書母と考えるのが一般的である。ところ






ることから T-type と認めることができる（23）。戦国楚簡中では T-type と L-type は互いに通仮し
ないことから（野原2009）、T-type「箸」と通仮関係にある「書」も T-type 書母であると考えら
れる（24）。そうでなければ T-type である「箸」を以て「書」を表すことはできないはずである。
換言すれば、鄭張2003のように声母体系に T-type 書母を認めず、「書」を *hlja と再構すると、
T-type と L-type を明確に区別する戦国楚簡中では「箸」で「書」を表すことはできないのであ


























れることから、Baxter1992のように上古音声母体系に T-type 書母 *stj- を再構する。
　このほかにも楚簡中では「陞」や「庶」等の書母と関連する例が見える。「陞」は「登」や
「拯」等を表し、「庶」は楚簡中で「 」（石声）と表記される（25）。「登」と「拯」は諧声系列に
拠れば T-type であり、これと通仮する書母「陞」も T-type 書母と考えられる。また「庶」は
「遮」（章母）等と諧声関係にある一方で、邪母「席」とも諧声関係を有していることから










ることが可能である。また3-2. で示したように T-type と L-type を明確に区別する戦国楚簡で、
T-type の文字と書母字が通仮することを考慮すれば、上古書母に T-type に由来する書母を再構
する必要があると考えられる。
　今後は閩語書母との関係も考えねばならない。表１で示したように大多数の方言で書母は摩擦
音で実現されるが、閩語については破擦音 [ts] 或いは [tsh] と実現される例が多く見られる。し
かもそれぞれ諧声系列で分類してみると無気音で実現されるものには上古の T-type 書母が多く、






（２） T-type と L-type については野原2009: 67-85参照。
（３） L-type については Pulleyblank1962: 116、1973: 116-117参照。
（４） 楚簡中で「恕」は「女」と「心」に従う字「 」に作られるため「女」を声符と考えることができる。
（５） 透母「帑」については鄭張2003で *nhaaŋʔ と再構されるように無声鼻音を考えるのが一般的である。ただ
し無声鼻音に対する考え方に研究者間で必ずしも意見の一致があるわけではない（鄭張2003の無声鼻音につ
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いては野原2010: 72-73参照）。また「絮」は中古で娘母、徹母、心母等に読まれる。心母「絮」は *s-prefix を
考えるのが良いだろうか（心母「絮」：*snas）。
（６） 潘悟雲1996に従い上古の喉音に口蓋垂音を考えるならば、第一口蓋音化の書母を暫定的に Q-type 書母と称
すことが出来るかもしれないが、ここでは X-type 書母としておくこととする。現在のところ潘氏の上古喉音
に口蓋垂音を考える仮説は広く認められつつある。Sagart & Baxter 2009: 221-244も潘氏の仮説に修正を加え、
上古喉音と牙音に口蓋垂音を認める。
（７） 第一口蓋音化については河野1950/1979: 227-232参照。古屋2006: 207-221、大西2007: 62-76、大西2008: 513-
518を参照されたい。「聖」と「聲」の通仮例は『郭店楚簡』「老子乙」12号簡、「性自命出」23、24、27号簡









頭辞 *s- を加えること等が考えられる（Baxter & Sagart 201は「寺」を *s-dəʔ-s{*s-[d]əʔ-s} とする）。
（10） 以下、合口については省略する。鄭張2003: 457が「賞」を *hjaŋʔ と再構する根拠については不明である。
（11） 鄭張2003は複声母と無声鼻音の２類を考える。複声母は中古暁母、書母へと変化する鼻音に再構し、無声
鼻音は後に破裂音へと変化する鼻音に再構する。たとえば *hn>x-（「漢」）、*nh->th-（「攤」）というように（*hn-
が複声母で *nh- が無声鼻音 [n̥]）。
（12） Baxter1992の段階では「聲」を *xjeng とするが、白一平2005では「聲」を *hleng と再構している。「収」
を *s-kiw と再構するのは章母への変化と区別するためだろうか。たとえば第一口蓋音化の結果として中古章
母に読まれる「旨」については *kijʔ>tsyijB と再構しており、書母への変化と区別しているようである。「蓍」
についても *s-kij とするが、「屎」については *qʰijʔ(>syijX)、*l̥ij(dial.*l̥->x-) とあり、他の第一口蓋音化書母と
はやや異なる。「屎」には中古書母と暁母の二音が有り *l̥->x- という方言の存在の可能性を指摘している点も
興味深い。
（13） 白一平2005では出土資料に見える通仮を根拠に「身」を *hni[nŋ] と再構する。
（14） 「 」は『広韻』『集韻』耕韻に見える（口茎切）。
（15） 王力1982: 231、鄭張2003: 466等参照。
（16） Baxter & Sagart 2011では *n̥uʔ と再構する。





（20） 通用可能範囲については古屋2009: 211-228、2010: 4-33を参照。
（21） 鄭張2003: 127は親族関係にある言語や周辺言語との比較により *qhljuʔ と再構する。また「首」「手」「頭」
の関係を根拠の一つとして（これら三字が同音であるはずがないということを根拠に）「首」を L-type と推











（26） ただし、庶声の「席」が中古で邪母 z- に読まれることについては何らかの説明を加えなければならない。
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提要
本文的主要目的是通过利用出土文献的通假字来构拟上古音书母。根据谐声符的分析，上古音书母可以分成5类 ：第
一类是“T 类书母”，第二类是“L 类书母”，第三类是“N 类书母”，第四类是“X 类书母”，第五类是“来源不明的
书母”。关于上古音书母的拟音学界仍存在着些争论。譬如白一平1992把“书”字构拟成 *stj-，郑张2003不把它构拟
成 *stj- 而构拟成 *hlj-。本文以战国楚简为研究对象进行分析，发现“书”跟 T 类的“著”有密切的关系。因此本文
重构上古音声母系统中的“T 类书母”，把“书”字构拟成 *stja。另外，有些书母字若根据谐声系列则无法确定其来
源，譬如“身”“首”等。本文试图根据楚简的通假现象来确定其来源。
关键词 上古音 声母 书母 楚简 通假
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